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動物が持つ様々な器官は器官ごとに異なる適切なサイズをしており、この適切
なサイズがその器官の正常な機能に重要である。しかし、器官がどのような分子
メカニズムで制御を受けて、適切なサイズに形成されるのかについては、まだほ
とんど解明されていない。先行研究において生殖巣に異常はなく、咽頭サイズの
みが長くなる変異体 phal(pharyngeal length abnormal)-1 (tk137)変異体を単
離した。更に卒業研究において遺伝的マッピング、次世代シーケンスで得られた
ゲノム全体の変異データ解析を行い、phal-1(tk137)の原因遺伝子は pqn(Prion-
like-(Q/N-rich)- domain-bearing protein)-74遺伝子であると分かった。器官
サイズ制御のメカニズムを明らかにすることを目的とした。本研究では、この
pqn-74(tk137)変異体での咽頭サイズ異常の表現型を詳細に観察し、pqn-74遺伝
子の機能を解析する事によって咽頭サイズ制御のメカニズムを明らかにするこ
とを目的とした。 
 pqn-74(tk137)変異体では咽頭が WTに比べて長いと言う表現型を持っていた。
また、咽頭のサイズを部位毎、幅、ステージ毎に分け詳細に計測した所、変異体
の咽頭は全体的に長くなっており、孵化したての幼虫では既にサイズに異常が
あり、更に幅は WTに比べて短くなっていると分かった。また、変異体咽頭の核
の個数を測ったところ、WTと同数の 80個全てが確認された。更に咽頭が長くな
ることによる摂食障害をポンピング回数測定によって調べた所、WT と pqn-
74(tk137)変異体に差は無かったが、より咽頭が長くなる pqn-74(tk137); mig-
17(k174)変異体ではポンピング回数が減っていた。 
 PQN-74タンパク質がキチン結合ドメイン(chitin binding domain：CBD)を持
ち、キチンは lumen(内腔)に存在していると広く知られている。キチンの脱アセ
チル化に着目し、キチン脱アセチル化酵素をコードする遺伝子の変異体である
lgx-1(gk935268), F48E3.8(gk285379)の咽頭を計測した所サイズに異常を示し
た。更に pqn-74(tk137)変異体でキチンと脱アセチル化されてできるキトサンを
蛍光させその強度を測定したが WTと差は無かった。 
 gfp::pqn-74を作成しその局在を調べた所、咽頭内腔で線状の蛍光、咽頭筋肉
若しくは marginal cell で顆粒状の蛍光が見られた。更に lumen での線状の局
在はキチン存在箇所と一致していた。 
 pqn-74 遺伝子を筋肉及び marginal cell のプロモーターを用いて組織特異
的レスキュー実験で調べた。すると、筋肉のプロモーターで発現させた pqn-74
遺伝子は pqn-74(tk137)変異体の咽頭のサイズを大きくサプレスした。 
 pqn-74 遺伝子を前もってマイクロインジェクションによって導入した株で変
異原処理を行い、2つの咽頭の長い新規変異体を得た。 
 
